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いっぱん質問

ー8ー

介
護
保
険
は
制
度
の

見
直
し
で
サ
ー
ビ
ス
は

後
退
、負
担
は
増
加
す
る 植田　喜晴　議員

　
指
定
し
た
ゴ
ミ
袋
を
購
入
し
そ

の
袋
で
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
検

討
し
て
い
ま
す
。
有
料
化
で
分
別

や
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
み
、
ゴ
ミ
を

減
ら
す
こ
と
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
同
時
に
、
た
く
さ
ん
出
す
方

と
の
不
公
平
感
が
無
く
な
り
ま
す
。

実
施
に
向
け
１１
月
頃
に
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
も
お
こ
な
い
ま
す
。

　
事
業
系
ゴ
ミ
は
、
家
庭
系
へ
の

混
入
と
他
か
ら
の
搬
入
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
混
入
し
な
い
よ
う
チ
ラ

シ
等
で
指
導
し
、
適
正
な
料
金
を

伊
予
地
区
ゴ
ミ
処
理
管
理
組
合
で

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
民
、
公
明
、
民
主
党
の
賛
成

で
成
立
し
た
介
護
保
険
法
は
、
サ

ー
ビ
ス
の
カ
ッ
ト
と
負
担
増
と
な

る
も
の
で
す
。
町
に
対
し
次
の
点

で
改
善
を
求
め
ま
す
。

　
そ
の
第
１
は
、
軽
度
の
人
の
在

宅
介
護
給
付
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
予
防
給
付

に
変
わ
る
が
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
つ
づ
い
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
、
予
防
給
付
は
あ
く
ま
で

も
本
人
が
決
め
る
こ
と
。

　
第
２
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
と
保
健
師
な
ど
人
材

確
保
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　
第
３
は
、
町
が
実
施
し
て
き
た

福
祉
事
業
が
保
険
で
地
域
支
援
事

業
に
な
る
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
の

後
退
と
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
心

配
さ
れ
る
が
、
ど
う
な
る
の
か
。

　
第
４
は
、
施
設
利
用
者
の
居
住

費
、
食
費
が
保
険
給
付
か
ら
外
さ

れ
、
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。
低

所
得
者
に
は
補
足
給
付
が
さ
れ
る

が
、
負
担
困
難
な
場
合
は
町
独
自

の
救
済
措
置
を
求
め
ま
す
。

　
第
５
は
、
保
険
料
・
利
用
料
負

担
が
困
難
な
場
合
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
財
政
支

援
が
必
要
で
す
。
町
独
自
の
支
援

制
度
の
創
設
を
求
め
ま
す
。

支
払
困
難
な
人
に
は
補
助

事
業
の
見
直
し
で
対
応

答
弁
　野
村
介
護
保
険
課
長

　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

制
度
改
正
は
予
防
重
視
型
へ
の
転

換
で
、
自
立
を
目
指
す
サ
ー
ビ
ス

へ
と
移
行
す
る
も
の
で
、
切
り
捨

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
点
目
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
直
営
に
し
ま
す
。
職
員
は

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介

護
支
援
専
門
員
の
各
１
名
の
配
置

で
す
。
要
支
援
の
利
用
者
が
４
５

０
名
見
込
ま
れ
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
等
は
外
部
委
託
を
し
ま
す
。

　
３
点
目
の
地
域
支
援
事
業
の
う

ち
介
護
予
防
事
業
は
介
護
保
険
事

業
計
画
で
示
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
全
面
的

に
検
証
し
、
重
要
性
や
優
先
順
序

を
考
慮
し
て
決
め
ま
す
。
保
険
料

は
３
％
ア
ッ
プ
と
な
る
が
、
高
齢

者
が
元
気
に
な
れ
ば
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。

　
４
点
目
に
つ
い
て
は
、
在
宅
と

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
公
平
性
を
図

る
た
め
の
改
正
で
す
。
負
担
困
難

な
方
に
は
、
実
態
を
把
握
し
て
町

独
自
の
補
助
事
業
の
見
直
し
を
図

る
な
ど
の
対
応
を
考
え
ま
す
。

　
５
番
目
に
つ
い
て
、
要
支
援
、

要
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
事

業
を
重
点
に
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
し
、
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
料
化
で
は
ゴ
ミ
の

減
量
に
な
ら
な
い

　
一
問
一
答
の
議
論
で
白
石

町
長
は
、
「
一
律
的
な
適
応

だ
け
で
な
く
弱
い
人
た
ち
に

ど
う
対
応
で
き
る
の
か
、
施

策
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と

し
ま
し
た
。

　
町
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
、
負
担
の
公
平
を

図
る
と
し
て
、
１８
年
度
か
ら
可

燃
ゴ
ミ
を
有
料
化
す
る
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
全
国
の
先
例
は
、

有
料
化
導
入
当
初
は
減
る
が
そ
の

後
は
増
え
て
い
ま
す
。
有
料
化
は
、

お
金
さ
え
出
せ
ば
ゴ
ミ
を
い
く
ら

出
し
て
も
い
い
と
い
う
意
識
が
生

ま
れ
、
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
大
事
な

の
は
、
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
買
わ

な
い
、
使
わ
な
い
、
出
さ
な
い
な

ど
、
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
を
減
ら
し
、

分
別
を
徹
底
す
る
意
識
改
革
と
住

民
の
自
治
体
へ
の
協
力
を
進
め
る

こ
と
で
す
。

　
事
業
系
ゴ
ミ
は
、
営
業
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
適
正
な
費
用
負
担

は
必
要
で
あ
る
こ
と
を
事
業
者
に

理
解
し
て
も
ら
い
、
家
庭
系
ゴ
ミ

と
分
け
、
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
に

よ
る
減
量
化
へ
の
協
力
を
求
め
る

こ
と
で
す
。

有
料
化
で
ゴ
ミ
の

減
量
に
期
待

答
弁
　
白
石
町
長

　
こ
の
外
に
、
高
齢
者
福
祉

施
策
（
敬
老
年
金
、
入
浴
サ

ー
ビ
ス
、
敬
老
会
等
）
の
廃

止
・
見
直
し
で
約
４，
７
０

０
万
円
を
削
減
し
た
こ
と
で
、

新
た
な
町
独
自
の
高
齢
者
福

祉
施
策
の
実
施
を
求
め
ま
し

た
。


